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尊
に
‖
忘
訪
台
立
野
芸
苔
 
 

ま
号
与
主
星
一
≠
パ
ル
l
バ
レ
ー
点
 

室
卑
官
益
籾
落
雷
 
 

幸
警
官
言
㌢
羞
具
底
 
 

義
愚
簡
望
農
患
屋
硬
 
 

暫
学
腐
釜
竺
患
督
 
 

せ
て
曹
羞
L
た
。
 
 

蕾
ん
た
毎
～
 
カ
諸
学
 
 

長
っ
．
山
吉
】
掌
る
噌
よ
′
 
 

レ
う
蓋
世
信
や
．
－
 
 
 

條
毒
素
1
ナ
息
憂
患
風
声
 
 

紗
勇
気
渦
る
亨
）
邪
が
込
み
 
 

セ
ー
ル
ス
に
焼
恵
や
た
 
 

や
が
き
っ
妙
技
で
、
今
回
の
蓼
 
 

秘
が
最
も
賛
し
た
鞘
 
 
 

早
い
も
の
で
も
私
た
ち
「
や
 
 

み
じ
暮
し
も
オ
ー
プ
ン
し
 

て
丸
三
牢
窓
嘗
、
空
音
に
 
 

Å
鞄
ま
し
た
も
 
 
 

こ
の
問
、
痘
人
北
棟
プ
ー
 
 

ル
で
は
な
い
」
を
骨
青
拳
に
、
 
 

押
問
の
粟
要
点
重
的
な
凍
営
 
 

首
題
に
し
恕
が
ち
、
発
達
の
 
 

磯
と
登
優
悪
筆
羞
、
熊
 
 

襲
や
す
い
絶
無
」
く
り
良
け
 
 

雷
管
単
音
空
電
曳
 
 
 

ま
た
ふ
細
野
隠
設
開
所
≡
年
 
 

巨
嬢
当
な
る
加
重
年
度
を
、
広
 
 

島
に
お
け
愚
降
着
者
聴
祉
へ
の
 
 

轟
に
向
け
、
作
歪
の
 
 

三
凄
嘩
で
み
姦
「
貧
洋
・
専
 
 

鱒
・
凄
野
ほ
つ
い
慾
へ
各
藩
 
 

翠
吟
私
貯
ち
の
力
量
息
蔀
 
 

が
阻
あ
藍
雷
る
漁
管
し
て
 
 

位
置
ヴ
け
、
・
収
骨
組
み
華
逓
増
 
 

刑
務
管
ほ
ヾ
お
隣
な
が
ら
 
 

↓
豊
き
も
．
府
」
と
恕
ち
で
い
 
 

き
し
た
轡
組
み
じ
め
亜
爛
ぞ
 
 

て
重
し
た
。
 
 

憂
墜
塞
蚤
 
 

劇
遼
敵
蘭
の
憲
一
瀞
ぞ
の
実
 
 

現
裏
見
る
だ
韓
の
重
森
 
 

隣
鱒
帯
解
t
強
化
、
③
保
護
管
 
 

の
鳶
蕾
ヤ
廃
人
の
鼻
息
農
 
 

事
へ
の
対
応
に
向
け
で
の
宿
泊
 
 

所
絆
ぬ
曳
磯
登
見
の
蓉
 
 

簑
㊥
遣
貰
一
瞥
 
 

と
し
で
痢
蛋
ヴ
く
抒
再
検
討
 
 

馨
の
茅
野
岡
上
の
た
療
 
 

の
由
蔓
の
軍
－
 
 

憩
ぞ
舎
中
垂
し
義
 
 

げ
邑
な
患
、
葦
へ
 
 

の
垂
蔑
加
算
が
毒
し
た
の
を
 
 

重
け
て
l
聴
音
・
丁
各
誓
姐
船
艦
 
 

賢
し
1
、
体
御
傍
充
実
ば
番
 
 

組
み
ま
し
充
せ
 
 

1
開
所
4
年
日
を
迎
え
て
－
 
 

ミ
の
よ
す
な
状
況
の
ヰ
、
保
 
 

謙
署
資
か
ち
吟
横
座
的
壷
 
 

も
串
撃
雪
寧
丁
月
に
渡
橋
 
 

泊
訓
練
牽
ス
タ
ー
ト
幸
せ
蟄
】
 
 

と
が
で
き
た
他
∵
寛
政
再
で
は
、
 
 

塵
廉
か
ち
の
持
ち
場
し
羞
 
 

で
あ
っ
た
空
フ
ァ
活
動
竺
の
取
 
 

息
警
嘗
篠
、
、
き
ぬ
黎
 
 

菖
漁
聾
通
新
着
自
身
 
 

俄
皇
律
肋
間
ぁ
り
に
奄
嘗
濃
 
 

V
ユ
た
ボ
ー
ナ
ス
財
源
づ
屯
㊥
の
 
 

取
革
紐
み
馨
、
粁
し
て
適
 
 

所
考
警
〕
ぬ
一
空
茶
要
撃
 
 

の
取
枠
組
急
患
誉
卓
砦
 
 

で
賛
番
号
「
年
度
東
署
 
 

会
」
阻
喪
漆
な
ど
を
実
現
す
患
 
 

こ
と
が
で
き
蓋
し
痘
p
 
 

し
新
し
現
状
陰
厳
し
く
、
通
 
 

所
蓉
繁
華
・
八
潮
が
憂
春
 
 

雷
昏
巌
哲
杏
毘
息
 
 

ね
鼻
、
葦
露
が
墾
蕎
 
 

叢
均
募
に
も
満
た
凌
い
エ
 
 

密
や
、
獲
整
痕
野
草
業
者
鱒
 
 

に
い
、
陪
賓
啓
一
人
あ
た
り
に
娩
 
 

芳
ら
れ
尋
予
算
が
％
事
毎
に
 
 

録
草
て
L
者
つ
状
況
で
ほ
、
で
 
 

義
春
こ
毎
に
も
版
数
が
あ
る
と
 
 

感
じ
て
い
為
の
も
∵
正
直
な
監
 
 

I
し
為
管
す
。
 
 

乱
未
年
度
逸
楷
森
組
す
に
あ
 
 

た
つ
て
∵
繁
革
ほ
こ
の
装
う
 
 

を
暴
露
嘗
L
、
嘗
福
 
 

祉
豊
雷
管
薗
博
ギ
恩
嘗
品
 
 

り
開
い
宮
中
く
た
ぬ
に
…
、
日
々
 
 

豊
翠
嵩
上
に
加
え
、
ど
ん
 
 

壕
擢
隣
賢
ぞ
も
漁
竣
で
 
 

票
争
k
ど
ん
な
虻
空
曹
㌍
重
 
 

く
ぞ
も
募
紛
表
意
が
東
軍
院
 
 

暮
れ
る
－
ぞ
ん
な
形
響
篭
ら
 
 

』
昏
ち
れ
る
よ
う
な
謹
や
 
 

改
静
め
養
魚
菜
め
て
い
く
違
 
 

約
に
馨
Å
れ
ゑ
嚢
が
あ
冬
 
 

菱
、
新
森
に
「
穣
都
制
度
 
 

電
霊
長
芦
倉
島
門
轟
 
 

け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
 
 

l
九
九
彷
専
、
も
み
じ
作
議
 
 

紆
を
広
烏
市
で
初
絶
て
の
象
 
 

印
伴
薬
餌
と
し
て
誕
発
き
せ
て
 
 

以
来
、
私
た
ち
は
↓
と
も
だ
ち
 
 

ゴ
㌢
常
－
ト
」
な
ど
を
遜
提
て
、
 
 

偲
重
禁
竃
威
や
甘
夏
化
の
必
 
 

要
筐
甘
い
警
広
首
筋
艮
に
 
 

警
て
さ
ま
L
た
か
ぞ
し
∵
て
、
 
 

こ
の
戌
う
象
り
組
み
良
広
為
 
 

市
∵
へ
の
ね
ば
隠
強
い
響
か
け
 
 

め
頭
重
毎
に
よ
？
て
、
作
紫
 
 

耐
射
勒
の
惑
峯
単
機
専
町
 
 

樫
虜
・
聴
別
は
こ
だ
事
ら
な
い
 
 

漆
調
の
藤
野
、
骨
壷
獲
警
 
 

衛
粉
厳
刑
壁
㊥
菱
恕
義
な
 

ゼ
、
作
業
所
ぜ
く
り
連
動
に
お
 
 

け
為
「
広
島
で
初
均
ざ
を
い
 
 

ら
い
各
儀
濁
し
て
嘗
ま
し
冤
 
 
 

開
雷
管
蓉
寧
蕊
に
あ
 
 

発
や
、
竺
度
当
精
妙
親
指
毎
 
 

に
立
ち
策
戦
エ
野
苺
つ
な
取
 
 

り
組
み
と
そ
軌
に
よ
透
写
滞
ち
 
 

汎
ね
広
範
叢
照
野
魂
解
と
支
 
 

嬢
、
そ
め
幾
寅
と
L
．
て
毒
や
 
 

重
た
い
み
い
る
な
「
奮
骨
粉
 
 

め
ぎ
急
啓
愚
息
貰
 
 

孟
嘗
峯
嘗
患
野
鼠
 
 

か
し
む
苦
ら
に
澄
濯
昏
せ
て
い
 
 

郭
竣
ほ
れ
ぽ
廃
ち
獲
い
粗
恩
 
 

い
憂
に
し
て
信
孝
申
 
 

卦
・
▲
■
亭
l
主
■
▲
l
主
亨
▲
l
・
■
岬
 
 
 

も
み
に
袋
帯
が
法
人
化
 
 

し
質
遥
年
中
正
村
陶
、
「
く
 
 

詠
め
思
」
「
ひ
と
ほ
」
「
貌
馳
 
 

畳
」
の
三
富
泰
腎
 
 

伴
廿
罷
が
涜
人
化
し
ま
‥
し
宅
 
 

屋
彗
森
芳
還
「
華
ゃ
で
 
 

き
」
が
、
帯
猟
華
に
は
「
あ
 
 

ふ
ぐ
き
」
が
、
滑
歩
い
骨
法
 
 

九
苧
堅
↑
を
に
な
や
で
い
 
 

‡
す
。
 
 

私
克
ち
は
ご
心
れ
ち
の
作
 
 

業
所
と
も
カ
澄
菅
あ
せ
を
が
 
 

ち
、
後
に
儀
式
椎
畿
所
め
た
 
 

め
の
条
件
整
備
、
豪
儀
害
 
 

者
靡
腰
芸
旦
嘗
嘗
 
 

痙
顆
∵
告
L
雫
轍
閉
鉛
白
 
 

音
義
普
選
監
貌
忍
 
 

城
ぜ
く
牲
の
た
め
に
、
名
鎗
 
 

九
経
才
－
ル
℡
様
な
ど
 
 

い
ょ
い
よ
杏
評
－
皇
、
 
 

費
」
周
．
露
も
優
 
 

挿
鈴
て
い
る
と
、
軒
疑
で
青
Ⅷ
 

お蔭で  舎満開  
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襲
っ
て
塊
 
 

斬
を
取
つ
 
 

て
く
れ
ま
 
 

し
た
。
寒
 
 

い
咋
、
ご
 
 

い
、
＝
片
付
．
．
 
 
 

さ
て
、
 
 

も
み
じ
集
 
 

寿
、
 
 

止
′
l
∵
・
 
 

が
饗
す
 
 
 

慣
例
と
育
ま
し
た
義
 
 

孝
ま
わ
息
ざ
轟
の
露
 
 

見
が
1
時
應
四
抒
丁
一
B
、
所
 
 

は
墓
園
で
盛
大
亨
）
に
行
 
 

わ
れ
ま
L
た
。
 
 

「
ぎ
だ
花
は
喫
い
で
い
る
か
 
 

し
ら
学
L
や
心
患
も
何
の
そ
聖
 
 

適
宜
賢
た
集
線
の
患
粛
で
 
 

そ
の
日
は
桜
満
開
の
馨
 

和
。
ち
ょ
つ
と
寒
い
殴
が
縦
ゃ
 
 

し
た
が
、
雨
に
も
煉
ら
れ
ず
、
 
 

ま
ず
を
ず
野
お
実
気
で
L
た
。
 
 
 

今
回
頑
張
っ
た
㊨
は
、
何
と
 
 

い
っ
で
も
場
所
聡
琴
ノ
▲
 
噂
に
 
 

よ
る
と
、
1
平
和
祭
蘭
ば
朝
の
 
 

う
ち
に
グ
ル
ー
シ
－
、
ト
で
い
つ
 
 

ば
い
た
な
ぁ
」
と
¢
う
ー
芸
で
、
 
 

護
他
に
汎
時
無
骨
驚
か
け
革
 
 

い
入
は
七
噂
単
に
準
与
、
声
 
 

冶
金
紛
メ
ン
バ
ー
プ
予
ス
現
地
 
 

に
蕊
夢
見
盈
儲
翠
感
 
 

轟
乾
い
よ
い
袈
亀
簡
裁
丸
 
 

は
軍
ご
貰
の
牽
忠
謹
発
 
 

覚
に
歩
い
奄
埠
∵
車
椅
子
で
平
 
 

敷
薗
ま
で
や
賃
率
常
夜
 
 
 

あ
い
草
り
■
カ
ン
パ
イ
の
線
 

域
、
葦
よ
ね
Ⅳ
ピ
ー
身
よ
埠
、
 
 

弁
聾
u
ま
ず
は
お
な
か
を
満
尾
 
 

き
せ
た
後
、
息
整
蟄
居
£
 
 

ろ
ん
、
葦
器
な
ぎ
の
マ
イ
ク
 
 

が
讐
だ
っ
た
た
め
、
九
 
 

昭
声
が
蘭
か
な
か
簡
こ
え
鑑
く
 
 

く
、
逸
許
す
豊
竃
、
問
い
て
 
 

い
る
カ
8
大
変
だ
っ
た
乙
と
で
 
 

し
た
。
 
 
 

計
れ
で
義
歯
寧
日
ご
こ
 
 

腎
魯
属
嘗
嘗
芸
普
 
 

と
な
ウ
た
お
増
悪
す
が
、
自
給
 
 

会
ぬ
後
月
昏
ふ
宅
は
じ
感
∵
段
 
 

常
夜
ゼ
も
柵
樹
の
乎
で
薮
 
 

鱒
隻
警
葦
盛
め
ら
胱
，
今
年
 
 

窪
ナ
普
野
綴
始
袋
釣
行
萌
ぇ
L
 
 

て
は
、
い
い
ス
●
－
ト
し
し
な
ハ
 
 

た
鱒
で
ほ
な
い
ぎ
官
吏
聖
 
 
 

で
や
？
て
い
た
も
ゃ
の
改
息
撤
 
 

す
）
だ
っ
た
め
で
す
が
二
う
 
 

普
く
い
く
籾
な
あ
」
と
い
う
心
 
 

撃
筈
尊
に
、
幾
激
し
．
で
も
集
 
 

い
旅
ば
せ
冬
よ
う
恕
そ
砂
霞
 
 

気
に
、
た
く
革
ん
の
仲
間
が
柴
 
 

の
費
ゃ
1
、
ダ
ー
ム
・
哲
最
 
 

善
ま
L
た
禽
 
 

秘
め
て
諌
ぁ
た
「
落
ち
た
1
 
 

落
ち
た
ゲ
ー
ム
」
、
は
、
で
Ⅴ
番
 
 

組
ぶ
童
身
ル
廟
脳
が
ワ
1
ガ
ー
 
 

し
吟
た
よ
与
 
 
 

で
L
莞
か
 
 

計
 
覆
は
、
 
瑚
地
声
姦
軒
 
 

m
∴
・
∵
1
・
√
 
 

ドンケツy－ム  

泉
笹
屋
 
 

†
＼
・
・
h
・
・
 
 

蓉
筆
意
 
 

の
は
∵
公
園
 
 

内
で
は
カ
ヲ
 
 

オ
ケ
は
も
も
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島
野
ぎ
等
藍
屋
野
濠
鼻
骨
馬
屋
攣
星
野
 
 

し
茅
姦
亭
賠
襟
首
三
毛
「
術
3
腸
討
警
務
掛
劫
凌
控
 
 

恕
菅
名
義
憤
怒
し
咤
 
 
 

ダ
ー
認
蔓
′
喝
仲
間
に
賓
萎
淀
雷
恩
賞
 
 

奪
慧
温
貰
‡
象
璧
蜜
準
屋
苧
窓
管
 
 

し
t
し
ょ
う
．
 
 

↓
縞
塞
」
轟
蔓
草
・
霊
 
 

拓
馬
亨
諒
萱
署
巌
賢
妻
し
 
 

キ
⊥
し
T
、
「
判
じ
の
‖
牙
■
私
通
の
あ
ゆ
み
菜
食
飴
㌧
 
 

璧
温
攣
壷
患
雷
管
苧
農
謹
皇
層
雲
多
産
 
 

要
義
翠
彗
墓
守
書
写
藍
訂
塵
塚
委
義
孝
管
 
 

蜜
蕃
暦
貰
志
 
 

要
ぬ
儀
優
琵
香
 
 

登
感
傷
菅
義
認
藩
 
 

士
し
た
－
食
傷
か
－
へ
、
†
ご
・
 
 

胎
ガ
J
．
息
藍
ご
垂
守
 
 

康
逮
琶
演
題
等
 
 

犠
蓉
最
悪
噂
や
 
 

響
雷
撃
音
感
韮
農
芸
 
 

熟
沖
．
ヰ
内
が
一
撃
謹
言
上
 
 

野
拳
奄
感
雷
象
琴
 
 

き
琶
儲
飽
愚
答
量
墜
箋
 
 
 

霊
雷
蚤
忘
咤
 
 
 難

儀
登
藁
院
噂
翁
懲
 
 

響
華
た
痴
噂
孝
苦
哲
 
 

縫
製
ダ
秒
－
ヂ
蜂
應
鱒
 
 

息
蛋
璧
苛
金
華
 
 

哲
倭
恩
恵
義
誓
 
 

懇
尭
葛
巻
覧
グ
ル
L
冤
 
 

肴
払
電
、
蓉
縫
や
た
 
 

熟
労
－
ヲ
を
ボ
ツ
ダ
チ
熟
 
 

覧
忘
望
急
襲
雲
霞
 
 

γ
≠
－
ゾ
・
い
明
什
…
H
．
．
・
へ
J
 
 
 

雷
電
 
 

嵐
紅
皆
野
汐
瞥
劇
ど
膨
鋸
 
 

あ
ん
簑
轟
し
空
廉
汽
 
 
 

一
っ
一
∴
／
ノ
・
l
、
、
て
・
－
J
－
．
 
 
 

患
愚
℃
＝
研
ほ
紆
藩
u
－
怒
 
 

い
ょ
し
h
「
 
 
 

電
車
1
≒
州
泰
平
 
 

ぜ
撥
、
慧
ぷ
腐
浄
写
 
 

・
一
人
へ
、
 
 

二
ふ
一
Å
が
巣
農
躍
譲
 
 

覿
嶺
毒
警
羞
靂
雇
 
 

員
人
な
に
凡
て
も
l
ハ
い
た
 
 

担
と
誉
計
量
澄
貰
ぇ
 
 

署
音
感
琶
雷
盟
恩
 
 

甘
！
i
－
左
 
 
 

茨
叔
璧
憑
ぽ
幅
壷
鴫
 
 

患
箪
笥
奉
呈
哲
 
 

・
電
撃
句
て
「
僻
塾
暮
雪
青
 
 

線
詑
尋
霊
感
腰
廣
 
 

的
靡
、
管
豊
蚕
葛
 
 

恕
瞥
…
覧
r
 
 
 

牽
ぷ
磨
醤
象
翠
 
 

蚤
菅
捉
亀
温
熱
 
 

恕
変
温
財
務
零
£
登
 
 

嚢
に
箸
卜
麿
⑪
 
 

膿
粛
濫
驚
蓮
能
、
姿
勢
色
＃
巻
数
動
線
熟
監
 
 

雷
監
単
一
孝
富
様
子
酎
普
粉
恕
私
儀
背
骨
、
 
 

山
葵
，
静
粛
も
二
九
哀
雷
層
貰
い
〕
塵
や
 
 

好
何
周
志
登
望
や
首
研
羞
葦
し
琴
 
 

麒
詔
紫
野
秒
ト
ず
囁
要
義
す
準
1
1
浄
 
 

瞥
£
慮
嘗
」
零
封
ず
下
蜜
薗
、
 
 

惣
野
卑
宣
虚
妄
琴
芸
宜
蚤
 
 

－
・
り
．
J
■
・
打
†
・
r
ノ
r
㌧
∵
・
り
わ
謂
 
 

題
貰
雷
撃
忘
撼
凝
夢
重
義
 
 

苦
衷
牽
轡
も
数
Ⅶ
蒋
蒸
㊥
官
憲
警
笛
 
 

・品潜． 

t什も 

ご、て 
、h、   

馨
雪
慰
凄
瀾
 
 

養
、
整
数
牒
㌧
∵
 
∴
坤
 
 

㌧
扱
者
掛
取
隊
葛
牒
臆
 
窟
妥
憂
鳳
 
 

贋
暦
象
儒
爆
認
 
粗
槻
ざ
薯
電
蔓
貌
 
 

㌧
∵
仁
丁
 
 

涙
美
ヾ
脅
、
閻
や
雪
 
 

間
い
ご
 
 
 

■
ヤ
〓
は
ね
、
甘
い
た
人
 
 
 

H
、
1
・
 
 
 

潟
増
潟
囁
狩
暴
発
釘
な
 
 

恒
ふ
浄
や
ぬ
登
帰
服
嘗
 
 
 

弔
句
蘭
恕
軌
た
申
せ
龍
 
 
 

慧
監
琴
ぜ
 
 

号
才
毒
墓
室
善
一
星
一
一
一
 
 

r
≠
L
、
†
－
、
聞
い
で
．
 
 

叩
い
J
 
 
 

蒼
海
、
蛮
拓
紆
 
 
 

っ
た
ん
だ
上
．
 
 
 

蜜
芝
蒜
羞
訝
丑
荘
 
 
 

莞
痙
袈
貰
 
 
 

梁
し
添
響
忽
よ
」
 
 

嘉
畢
、
督
、
滞
駆
雷
、
 
 

願
い
ぎ
 
 

扇
風
策
定
慧
貰
 
 
 

悉
Ⅴ
ダ
救
窄
た
粗
 
 
 

と
二
・
一
¶
お
い
し
小
∴
 
 
 

起
毛
 
 
 

毒
－
劇
凛
竺
】
漕
 
 

‥
ト
什
や
1
山
．
 
 

濠
華
道
ぬ
凝
還
意
 
 

趣
数
竿
考
野
整
 
 

厨
鼠
、
鼻
－
∵
関
崎
で
、
、
 
 

触
擬
首
 
 

蜜
鼠
温
習
啓
遂
 
 
 

上
．
 
 
 

患
蒜
蜜
畳
琶
牽
こ
 
 
 

簡
農
機
じ
粒
萄
＝
朝
 
 
 

雲
貰
盲
ぎ
を
雷
農
 

1
i
∴
一
、
t
ト
聞
い
て
、
 
 

贈
答
－
 
 

「
郵
数
滴
－
澄
浬
豊
富
姦
 
 
 

ん
だ
上
。
 
 
 

▲
ち
†
ん
．
ゾ
・
・
ル
ユ
丁
・
 
 
 

邦
斗
だ
か
彗
〃
懲
嘗
丁
 
 
 

恩
赦
誉
億
身
 
 

濱
 
華
 
美
代
手
 
 

蛋
準
、
皐
－
、
聞
昭
腎
、
 
 

珊
磁
ぎ
 
 

「
蜜
落
牽
庭
草
李
遷
 
 

毛
管
習
豊
1
撥
 
 

て
叩
‥
ハ
エ
、
 
 

葺
い
藩
つ
に
嘱
 
 

望
顎
登
姦
嘗
廓
」
 
 

、期り出し嶋  
いっぱいのバザー  

憲
嘗
優
勢
鹿
密
賞
 
 

乱
暴
浮
華
観
葉
 

′蛸：魔こ鋤で供奉老師  

カレーライス・ハヤシライス  
ビアガーデン弛‥…・  

塵
斎
那
蓑
偲
嘩
壷
 
 

璧
惑
箸
牽
讐
愚
考
 
 

L
裾
線
ぬ
ん
㊥
に
好
男
し
苛
溶
 
 

か
冬
料
ぎ
姦
義
手
が
や
発
扮
 
 
 

苦
戦
藁
睾
F
心
ぬ
 
 

蕾
腐
攣
蒜
乳
首
厳
濫
 
 

人
⊥
†
心
は
ヽ
－
▲
∵
ト
．
汀
．
 
 

た
r
仇
小
い
ト
∵
 
 

敷
掛
簑
苦
兢
羞
亀
 
 
 

心
か
■
t
L
‥
、
か
り
州
い
て
 
 

ぺ
．
り
て
い
ふ
り
‥
ウ
「
か
、
廉
直
 
 

山
楽
ふ
√
鵬
パ
叫
‖
志
望
品
‖
 
 

甘
，
雲
堅
い
矛
㊥
芳
養
 
 

拳
噸
挺
し
雷
練
鵜
恕
甲
牽
品
等
 
 

か
管
筆
意
哲
濠
摩
笠
 
 

ぼ
い
あ
題
療
に
サ
黎
紀
楷
料
 
 

鳥
篭
柄
も
ど
君
恩
 
 
 

b
、
ウ
憲
噸
鱒
想
輝
い
首
 
 

や
ち
胞
饉
蜃
神
 
 
 

ぷ
働
声
轟
－
′
藍
琶
頭
 
 

允
警
輝
準
か
暫
薄
漉
磯
 
 

亀
悉
畏
意
思
誉
爵
 
 

患
蛋
浄
埋
を
務
牽
 
 



伽義◎窄  もみび櫓独  

今
昔
仲
間
壷
署
街
趨
 
 

僻
ふ
翳
音
符
篭
ふ
訝
十
九
 
 

鼠
昭
二
十
島
め
両
日
ほ
効
 
 

掌
ご
墓
雷
葦
署
智
 
 

者
し
き
し
た
か
 
 

躁
乾
物
キ
ヤ
y
チ
コ
ゼ
－
は
、
 
 

皇
女
な
「
誓
L
 
 

望
蒜
雷
碩
曹
長
喜
怒
 
 

蓋
瀞
F
勝
孝
た
」
ち
 
 

け
虎
も
め
で
あ
ま
勧
泉
に
す
 
 

急
襲
隠
あ
町
ま
せ
ん
．
㌧
と
は
 
 

青
り
号
も
、
一
意
嵐
患
製
 
 

「
料
が
か
と
、
や
も
嵐
打
ま
す
≠
 
 
 

書
て
、
響
ほ
、
も
ち
萎
 
 

ん
、
ふ
痩
の
よ
り
良
碁
町
・
 
 

政
策
を
隼
ふ
出
す
た
め
雷
ね
 
 

で
す
が
、
秦
、
こ
氾
「
蓬
翳
 
 

夢
が
也
瀬
上
嘗
蔓
届
 
 

患
重
賞
軍
書
訝
泉
 
 

な
、
8
ヰ
豊
義
申
拳
 
 

軒
も
み
じ
塗
萄
意
・
各
 
 

今年は  

日の見える葡  
彗
星
零
壷
を
め
築
は
、
 
 

印
毘
当
の
事
務
に
彪
尻
温
叩
 
 

潜
れ
な
か
曳
あ
も
い
壁
風
 
 

風
董
冨
や
各
層
騒
 
 

藍
琴
ご
責
芸
領
空
暮
 
 

貯
の
産
材
管
す
。
 
 

曇
を
こ
申
怒
岬
や
紹
 
 

介
す
奉
の
は
至
難
の
業
で
す
琴
 
 

鬼
惑
銀
鹿
ぬ
櫓
微
熱
藻
に
蚤
 
 

と
扮
為
な
ち
ば
、
 
 

事
統
一
望
も
 
 

柊
ぺ
て
い
る
通
 

称
、
職
野
二
猫
 
 

目
と
し
て
、
ま
 
 

す
ま
す
点
間
 
 

華
苧
蕊
ど
に
 
 

し
た
労
傭
′
盤
 
 

構
畏
‥
i
′
．
鴫
 
 

躁
を
、
春
め
細
 
 

か
轟
・
充
 
 

実
診
せ
で
孝
発
 
 

と
青
嵐
ま
す
8
一
方
、
内
達
 
 

ぐ
若
や
ほ
老
＆
ぞ
の
カ
と
簿
 
 

腫
涙
顔
た
も
、
捜
慧
壷
 
 

凛
に
応
え
で
い
義
替
薫
 
 

皇
軍
想
茄
産
業
念
還
 
 

嘗
劇
驚
議
葦
丁
分
 
 

霊
腎
寧
た
詮
い
え
ま
ず
ふ
 
 

嘗
ゼ
、
丸
大
毒
愈
露
軋
 
 

方
阿
曙
咤
一
面
官
も
速
成
官
 
 

い
ま
纂
、
ギ
ヤ
ざ
チ
顎
ビ
－
 
 
 

め
「
変
お
ち
な
遷
や
L
と
は
、
 
 

誓
ほ
、
層
首
宅
讐
尋
に
あ
 
 

た
う
で
、
空
曹
首
肯
一
遍
莞
 
 

彗
星
で
W
く
¢
と
照
輝
に
、
 
 

「
い
か
に
地
域
讐
丁
ズ
に
応
 
 

え
う
る
も
ふ
じ
聾
し
て
 
 

誉
祖
七
ぞ
い
く
か
」
と
い
う
 
 

こ
と
に
な
り
ま
†
．
 
 
 

そ
嘩
ポ
イ
ジ
ー
叡
箇
条
薦
 
 

恕
♭
窺
又
サ
ー
ジ
に
ズ
ウ
け
壷
ん
 
 

だ
仕
事
の
臆
。
〝
¢
む
慈
ん
と
ダ
ン
ボ
′
－
 
 

ル
の
都
心
叙
し
て
い
温
と
こ
争
㌔
丁
ト
 
 

ン
ト
き
y
ダ
を
鵜
旨
盲
一
紺
に
善
し
で
 
 

い
る
絆
な
ど
、
ダ
㌢
ボ
ー
ル
∴
の
掌
や
 
 

納
品
に
か
け
る
篇
気
温
ぁ
が
ピ
㌢
ビ
ン
橿
 
 

わ
づ
て
漫
崖
し
た
。
 
 
 

淡
虐
屈
み
に
、
農
書
の
看
板
ず
イ
 
 
 

£
董
普
暴
言
蚕
呈
し
た
の
 
 
 

も
ぞ
京
－
ル
グ
ル
ー
プ
で
す
．
二
 
 
 

慧
暮
雪
謡
モ
、
喜
首
讐
 
 
 

た
ち
、
堅
塁
‡
旦
十
眉
思
 
 

息
簑
馨
警
息
巻
盲
に
鼠
呪
 
 

が
ウ
起
筆
つ
や
す
。
 
 

重
宝
墓
 
 

・
蝕
懲
慧
に
 
 
 

し
た
蓋
・
ク
 
 
 

塁
壷
鱒
豪
1
ナ
ス
 
 
 

善
行
委
l
奮
㊥
妻
・
 
 

惣
 
 
 

塵
馨
・
籠
 
 

辱
 
 
 

な
ど
に
づ
い
壷
熟
れ
、
 
 

そ
れ
ぞ
寮
に
嘗
れ
 
 

ま
し
奄
 
 
 

こ
習
葛
に
威
名
簑
 
 

・
…
・
ご
と
い
う
熱
い
註
で
 
 

豊
富
雷
啓
音
義
箪
 
 

葦
時
豊
マ
↓
や
ぁ
 
 

ヒ
ヤ
㊨
丸
か
」
と
い
・
療
 
 

養
監
亀
誓
う
か
一
 
 

義
か
り
で
班
が
、
今
 
 

後
煎
1
本
気
」
の
寄
に
、
 

魯
り
ど
浮
で
ず
．
 
 

よ
り
よ
い
も
⑬
へ
左
耳
奴
L
て
い
く
様
子
 
 

せ
サ
ア
ル
に
表
現
し
て
い
要
し
た
。
 

■
し
い
二
と
は
よ
・
＼
け
か
・
り
な
い
他
の
 
 

夢
ル
ー
プ
の
管
、
鎗
の
賓
に
 
 

は
食
い
入
る
苺
？
に
管
し
て
い
き
し
た
．
 
 

矛
月
虎
封
 
 
 

ア
日
 
 

9
u
H
 
 

付
‖
 
 

は
‖
 
 
 

㌍
巳
 
 
 

1
8
日
 
 
 

即
日
 
 
 

盟
〓
 
 
 

才
月
愛
白
 
 

砂
B
 
 

諷
月
一
日
 
 

も
房
 
 

も
み
じ
福
祉
会
行
事
日
 
 

四 ヱ丁 25 2ヱ15  
日 日 日 日 日  

全ア  要項封∴ほ1j≧1Ⅰ  
軍  日 8 日日 日  

：
．
奄
 
 

広
総
蔓
校
見
学
来
所
 
 

ひ
郁
鞄
羞
選
 
 

着
帯
笠
蚕
見
養
 
 

董
寄
7
華
 
 

フ
一
半
フ
吏
員
凛
頻
出
鷺
 
 

盤
雲
ゑ
畳
 
 

皇
盈
露
悪
警
彗
星
 
 

雷
山
猿
貌
囁
ア
等
温
文
化
ヲ
㌢
澄
 
 

打
也
＿
片
辻
仙
尊
ぶ
苦
叫
 
 

ダ
イ
串
－
サ
イ
声
ハ
ー
上
完
盲
浄
丁
遠
見
 
 

妻
妾
塵
 
 

農
豊
富
丑
二
萌
盈
恩
 
 

義
「
霊
園
義
で
3
旦
 
 

蚤
嵐
竺
雷
鳥
 
 

餅
艶
計
繰
 
 

雷
絶
筆
沌
観
 
 

せ
み
8
趨
塩
草
欒
摘
嚢
 
 

志
常
室
畢
見
学
兼
所
 
 

韮
署
患
嘗
 
 

痴
愚
風
音
私
虎
ち
の
あ
ゆ
ふ
廟
菱
食
野
 
 

鳥
川
董
兎
粛
 
 

ナ
ヽ
イ
精
勤
‖
 
 

遠
足
蛋
番
邑
 
 

嶺
鼠
凝
壷
琶
熱
 
 
 

感
ェ
1
鮒
旦
 
 

戎
塁
葛
貴
腐
 
稟
 
 

贋
巻
雲
葡
蓋
 
 

塵
署
豊
貰
 
 

萱
釜
惹
 
 

：
包
’
＝
．
 
 

九
兼
悪
夢
腸
墓
で
 
 

J
う
か
↑
 
れ
紅
i
し
 
 

亀
 
 誌．．′；  

貞汐．‥励．．．■炒‖り1妙計▲・■鰭．‥■』妙∴・・・磨か▲付J妙－‥励‥・・占捗‥・  

蟻   帝 丹～壷癖1昆：誠〝17：Ob勝1膝槻判  

疇   時速転学さん 1藤間劇鱒  
聯長きん1時蘭 ■紺0円  

嚢筍■年齢準挙手きん 普通→種遽転免許樋5¶贋歳位）  

添乗員ざ・ん軌こなし   （絡司蛸謝勤  

（鞠陣容着に理解が轟り、厳廉で元気な方）  

募幾人見 違転重曹ん3九 添乗員患ん「5人   

♯■許しく 
電話2ヰa一般馴 避当：申訳愛で   

感邑の博筆者プラ．ンに  

私たち・め酎痩反陛きせるために集い  
患見を出し合いましよう  

潮先 幽細く岳しと鰍奄守壱甜脂垂  
争長 久鱒正遭  
（組もみじ柵 ℡空ヰa一Q寧き1  



1998年5月義行  もみじ確執会ニュース  第留号（薫）   

二
月
十
八
日
、
芸
北
支
億
ワ
 
 

ン
ド
に
て
、
恒
例
と
な
つ
歴
新
 
 

庄
高
校
や
み
な
さ
ん
と
の
雪
山
 
 

体
警
が
行
わ
れ
ま
し
た
や
 
 
 

習
の
ち
ら
肇
や
中
、
一
緒
に
 
 

ソ
リ
牢
乗
っ
て
す
べ
っ
て
下
 
 

さ
つ
た
り
、
安
全
に
サ
ペ
ぬ
る
 
 

よ
う
に
下
で
痩
け
と
め
二
て
下
 
 

さ
っ
た
り
と
、
新
庄
腐
校
の
み
 
 

な
き
ん
、
本
卦
に
あ
り
が
峯
つ
 
 

ご
ざ
い
ま
L
た
。
 
 

番
号
い
生
徒
き
ん
と
一
静
に
 
 

楽
し
か
っ
た
∃
 
 
 

新
庄
高
校
の
み
な
さ
ん
と
 
 

ソ
リ
す
べ
り
J
 
 

す
べ
れ
て
ル
ン
ル
ン
気
分
の
 
 

仲
間
三
ツ
リ
は
楽
し
い
な
」
 
 

豊
要
し
な
が
ら
1
還
っ
 
 

て
は
菅
か
け
登
る
仲
野
 
 

一
面
の
雪
景
色
に
、
心
も
休
 
 

も
リ
ラ
ツ
タ
、
音
せ
各
仲
間
 
 

・
－
⊥
ゆ
当
に
楽
し
い
一
目
で
 
 

「
私
、
ろ
ボ
ー
ッ
が
や
り
た
 
 

い
な
」
 
 
 

「
僕
、
歌
を
う
た
い
た
い
」
 
 
 

な
ど
の
仲
間
の
要
求
に
合
ぁ
 
 

せ
、
丸
太
年
産
よ
り
ク
ラ
ブ
活
 
 

動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
よ
う
、
と
 
 

い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
 
 

れ
ぞ
れ
、
ど
ん
な
ク
ラ
ブ
に
入
 
 

り
た
い
か
を
考
え
て
い
く
た
め
、
 
 

三
月
か
ら
四
月
に
か
け
で
「
ク
 
 

ラ
ブ
体
験
日
」
を
観
け
ま
し
た
。
 
 
 

ス
ポ
ー
ツ
㊧
、
ス
ポ
ー
ツ
⑳
、
 
 

＜
鋒
蟄
リ
ラ
ツ
タ
登
玉
芸
 
 

こ
と
て
此
も
リ
ラ
ツ
タ
ス
′
 
 

①
体
を
童
僻
償
う
－
⑱
歩
 
 

く
・
先
雪
⑳
♯
の
伸
餅
を
 
 

虚
う
、
㊨
音
楽
を
告
き
な
か
 
 

ち
銚
を
動
か
そ
う
′
＞
 
 
 

ス
ポ
ー
ツ
㊨
 
遍
 
 

マ
ラ
ソ
ン
、
散
歩
、
プ
ー
 
 

ル
な
ど
を
や
り
ま
し
た
。
 
 
 

プ
ー
ル
の
取
り
組
み
は
、
 
 

Y
M
C
A
の
学
生
さ
ん
が
手
 
 

伝
っ
て
下
さ
い
ま
じ
た
。
ク
 
 

ジ
ラ
や
魚
の
よ
・
ワ
に
泳
ぐ
仲
 
 

間
」
お
鼓
ち
ゃ
を
僚
っ
て
水
 
 

の
中
で
過
ご
す
仲
胸
な
ど
、
 
 

思
い
思
い
の
時
朗
を
楽
し
ぁ
 
 

ま
し
た
や
プ
ー
ル
だ
か
ら
、
 
 

準
備
（
着
替
え
）
が
早
く
で
き
 
 

る
仲
間
も
い
る
ん
や
す
ヨ
。
 
 

音
楽
、
創
作
、
料
理
と
五
つ
に
 
 

分
け
ち
れ
た
タ
ラ
プ
め
申
か
ら
、
 
 

「
こ
の
ク
ラ
ブ
で
や
り
た
い
」
 
 

「
こ
の
ク
ラ
ブ
な
ち
私
に
合
っ
 
 

て
る
か
き
と
希
望
す
る
も
の
 
 

を
体
験
し
て
み
ま
し
た
9
な
か
 
 

l
こ
は
、
ど
ち
ら
の
ク
ラ
ブ
が
良
 
 

い
か
迷
っ
た
挙
げ
句
、
二
つ
の
 
 

ク
ラ
ブ
を
体
験
す
る
仲
間
も
い
 
 

ま
し
た
¢
 
 
 

以
下
、
ク
ラ
ブ
の
紹
介
を
し
 
 

葦
す
。
 
 

スポーツ㊥⑬）l－  
＜ル－ルのあ苛スポーツをしよう′＞   

ダ十ム的衰泰の強いものを、それぞれが主人公と  
なりながらも、みんなが一緒に琴しむこと（勝ち負 などもめでい 
け含）を目的にしてます9   
できれば、「、うながり察やなかよし球技大会など、  

目標に挙るちのがあれば、なおいbl′な」と考えでい  
ますが、まずは一定のルールヤ楽しきがわか冬まで  
いくつかのゲームをくり遅してみたいです。外でほ  
ゴロドッヂやサッカー甲ようなもめ、室内であれぼ  
ゴロ野球や風船バレーなどを中心にしで、自分たち  
なりのやりやすいルースレなども作れればいいと思っ  
でいます○  料

顔
 
 

∧
お
い
し
い
も
の
金
作
ウ
て
、
 
 
 

食
べ
て
、
漉
し
も
う
＞
 
 

棒
巌
メ
ニ
ュ
ー
は
、
ホ
ッ
 
 

ト
ケ
ー
キ
・
紅
茶
・
イ
チ
ゴ
 
 

フ
ロ
ー
ト
で
し
た
。
 
 
 

「
簡
単
で
お
い
し
い
も
の
 
 

を
」
と
い
う
こ
と
で
、
ホ
ッ
 
 

厨音   楽咄   
＜散をうたおう、漉♯痘て′いてみよう＿  

いt、Rを應こ草＞   

初めに、ともだちコンサートの歌や垂夢を  
リズムにのって敬いまLた。そめ徴、タンバ  

リン、すず、太東などを使って、楽藩演奏を  
楽しみました○あんなそれぞれ好  
きな楽器を手にして、楽しく旗摩  
していました。   

最後に音楽鑑賞をしました。み  

んなの体が白熊に動きだし、音楽  
鑑賞というよりは、「リズムに合  

わせて頼ろう．ゲ」という感じで盛  

り上がりました。   

理
施
 
 

ト
プ
レ
ー
ト
で
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
 
 

を
焼
い
て
食
べ
ま
し
た
や
生
地
 
 

作
り
名
人
、
焼
き
名
人
、
測
り
 
 

名
人
、
ひ
つ
く
り
適
し
名
人
、
 
 

つ
ま
み
食
い
名
人
－
と
名
人
 
 

続
出
．
。
十
人
十
色
め
様
子
に
、
 
 

十
人
十
色
の
ケ
ー
キ
が
放
け
ま
 
 

し
た
や
 
 
 

空藍な製主監憧霊。好   

2固の体験臼、j籍に自分が描きたいものを布きた  
いようにやってみました．。   
花の絵・アニメ・おとぎ者のワンシーン・車・‥と  

争んをものを碍革ました。   
「空の色は何色軒なあ…」と、数  

の外の空を見上げながら色をつけた  
りし要した≡㌦   
描いた後は、みんなで見せ食いこ  

して「ここがステキぬ」などと感想  
を出し合いました。   
今後は、外に出て自鮭の中でも絵  

を稚いてみたいものでサ台   

イ
チ
ゴ
フ
ロ
ー
ト
も
「
レ
 
 

ス
ト
ラ
ン
崖
禁
壷
ノ
」
の
 
 

お
い
し
さ
で
し
た
。
 
 
 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
 
 

手
伝
っ
て
頂
い
た
ボ
ラ
ン
 
 

テ
ィ
ア
き
ん
、
場
所
を
貸
し
 
 

て
い
た
だ
い
た
青
島
公
民
儲
 
 

の
方
や
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
 
 

い
ま
L
た
。
 
 
 

次
は
何
を
作
る
の
か
、
 
 

ワ
タ
ワ
タ
〃
‥
 
 

昨
年
十
月
に
始
ま
つ
た
宿
泊
 
 

訓
練
も
、
図
を
重
ね
、
三
月
ま
 
 

で
で
十
固
を
終
了
し
ま
し
た
。
 
 

訓
練
の
申
で
は
、
家
事
を
マ
ス
 
 

タ
ー
す
忘
恩
人
た
ち
か
冬
、
 
 

警
や
っ
て
み
る
、
お
母
さ
 
 

ん
と
離
れ
る
響
を
す
る
、
い
 
 

？
も
と
挙
り
秘
所
に
泊
ま
っ
て
 
 

み
る
、
と
い
う
よ
う
な
様
々
な
 
 

御
感
を
一
人
で
と
い
で
、
 
 

ジ
ャ
ー
に
七
夕
ふ
し
て
…
…
〝
飯
 
 

炊
き
省
ち
ゃ
ん
〟
と
呼
ば
れ
、
 
 

ま
ん
ざ
ら
で
も
を
い
斉
木
君
。
 
 
 

途
中
、
お
父
尊
ん
と
お
母
き
 
 

ん
が
い
な
く
て
不
安
だ
っ
た
け
 
 

ど
∵
無
事
一
泊
二
日
を
終
え
る
 
 

こ
と
が
で
き
た
鳥
羽
君
。
樹
は
 
 

久
保
さ
ん
官
話
人
）
と
井
に
 

布
団
や
毛
布
の
片
付
け
に
も
普
 
 

附
し
ま
し
た
。
 
 
 

尾
崎
さ
ん
、
北
岡
さ
ん
、
小
 
 

西
さ
ん
の
女
の
子
ト
リ
オ
は
、
 
 

み
ん
な
で
献
立
を
話
し
合
い
、
 
 

チ
キ
ン
ラ
イ
ス
、
唐
絡
げ
、
サ
 
 

ラ
ダ
に
決
定
。
手
作
り
の
旗
を
 
 

チ
キ
ン
ラ
イ
ス
に
立
て
て
、
か
 
 

如
い
い
料
理
を
作
り
ま
L
た
。
 
 

課
壌
に
向
か
っ
で
、
頑
張
っ
た
 
 

仲
間
た
ち
…
…
。
そ
の
－
轡
首
 
 

紹
介
し
ま
†
す
。
 
 

兼
六
園
 
 

集
五
匝
 
 コーヒーつくろ－J   

森 
散 
歩 
を 

し 
あ 
に 
L 
てい 楽た 坂君。やりたかった散歩 ができて良かり冬界。  買い物は自分で選び、得 恵の計算機を使って会計も ト．打‥…＝か・－‥ バッテリの高瀬君。     「肉脊振ぜるのは出来た けど、ホットプレートに（ハ   

買
い
物
番
楽
L
み
に
L
て
い
 
 

た
徳
永
君
と
梶
川
考
云
着
で
 
 

好
き
な
お
薬
子
を
買
い
ま
し
た
。
 
 
 

布
用
を
ひ
い
た
り
す
る
の
も
 

蘇
張
っ
た
ゾ
。
 
 

「
私
が
米
と
ぐ
よ
。
た
ま
ね
 
 

ぎ
切
る
ヨ
」
と
、
横
欝
だ
っ
 
 

た
浜
本
さ
ん
。
 
 
 

「
私
も
や
っ
て
み
ょ
う
か
 
 

な
†
」
と
み
そ
汁
を
ま
ぜ
た
り
、
 
 

ハ
ン
バ
ー
グ
笹
丸
め
た
林
さ
ん
。
 
 
 

い
つ
も
ほ
速
う
グ
ル
ー
プ
だ
 
 

け
ど
、
目
と
目
を
見
つ
め
合
わ
 
 

せ
、
仲
良
し
に
な
り
ま
し
た
。
 
 
 

実
は
、
二
日
目
は
雪
が
降
っ
 
 

て
い
た
の
で
、
雪
だ
る
ま
を
作
 
 

り
、
孝
れ
を
見
な
が
ら
朝
食
を
 
 

と
り
ま
し
た
り
 
 

第
九
固
 
 

発
八
団
 
 

兼
七
固
 
 八ン／トクうまく出来たかな？  

こ
ん
な
風
に
仲
間
が
頑
張
れ
 
 

た
の
㊨
、
お
手
伝
い
し
て
頂
い
 
 

た
世
帝
人
の
皆
さ
ん
の
お
蔭
で
 
 

す
。
仲
間
と
一
緒
に
料
理
を
 
 

作
つ
て
下
き
っ
た
り
、
楽
し
い
 
 

歪
で
ム
ー
や
を
盛
り
上
げ
て
 
 

下
さ
っ
た
り
、
時
に
は
仲
間
が
 
 

や
り
切
る
ま
で
怪
し
く
見
守
っ
 
 

て
下
き
っ
た
り
…
・
：
阜
本
当
 
 

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 
 
 

ま
た
、
今
後
も
よ
ろ
し
ぺ
お
 
 

願
い
し
ま
す
。
 
 

ン
パ
ー
ダ
を
）
入
れ
る
の
が
離
 
 

し
か
っ
た
」
と
、
終
わ
つ
た
後
、
 
 

感
想
皇
一
芸
た
太
平
さ
ん
。
 
 
 

「
に
ん
じ
ん
切
っ
た
／
 
辛
 
 

が
痛
か
っ
た
ノ
こ
と
青
い
つ
つ
、
 
 

「
今
度
は
ぉ
米
と
ぐ
′
し
と
次
 
 

回
へ
の
薮
を
見
せ
て
く
れ
た
 
 

香
川
さ
ん
。
 
 
 

不
安
を
確
え
て
参
加
し
た
児
 
 

玉
き
ん
も
、
夕
食
の
片
付
け
ま
 

で
は
み
ん
な
と
楽
し
く
過
ご
す
 
 

こ
と
が
出
来
草
し
た
。
 
 

も
み
じ
作
業
所
ほ
二
年
目
 
 

に
を
り
ま
す
が
、
今
年
度
よ
 
 

り
正
職
員
に
な
り
ま
し
た
、
 
 

日
切
∵
香
で
す
。
気
持
ち
を
 
 

新
た
に
、
そ
し
て
、
「
明
る
 
 

く
楽
し
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
 
 

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
息
い
 
 

ま
す
の
で
、
ど
う
か
よ
ろ
し
 
 

く
華
厳
い
し
ま
す
。
 
 

紹
介
し
ま
す
。
 
 

輝け〝  

Ne☆  

打払¢¢   

E
‖
か
 
 

ら
、
新
し
 
 

く
も
み
じ
 
 

作
業
所
に
 
 

入
っ
た
撤
 
 

兵
三
名
を
 
 

ん
 
 

さ
 
昏
 
 

切
 
日
 
 
 

う
名
の
六
月
兼
官
に
な
っ
て
し
 
 

ま
い
ま
し
た
。
少
々
時
期
は
ず
 
 

れ
の
記
事
も
あ
り
ま
す
が
、
ご
 
 

容
赦
下
き
い
。
次
号
は
予
定
に
 
 

間
に
争
っ
碁
つ
に
頑
張
ね
ま
す
。
 
 
 

み
な
さ
ん
と
仲
良
く
や
っ
て
 
 

い
け
た
ら
卑
と
思
い
ま
す
。
 
 

体
は
小
き
い
で
す
が
、
気
力
・
 
 

体
力
は
十
分
あ
り
ま
す
の
で
、
 
 

よ
ろ
し
く
お
揃
い
し
ま
す
。
 
 

こ
の
春
、
新
し
く
職
員
と
し
 
 

て
入
り
ま
し
た
諌
糞
祐
為
で
す
。
 
 

ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足
で
失
敗
ば
 
 

か
り
で
す
が
∵
色
々
な
こ
と
に
 
 

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
解
説
？
て
 
 

い
き
た
い
と
患
い
ま
す
甘
 
 

三
 
相
 
ス
エ
ノ
 
 
横
 
 

堀
 
内
 
照
 
子
 
 
様
 
 

小
 
松
 
 

横
 
 

森
（
茶
店
H
B
C
H
＆
樺
 
 

山
 
本
 
章
 
枝
 
棟
 
 

箭
品
番
付
）
 
 

台
 
贋
 
札
 
子
 
 
株
 
 

舌
江
マ
ン
シ
ョ
ン
一
同
棟
 
 

中
村
軍
上
河
内
神
楽
団
）
磯
 
 

カ
ル
ビ
ー
製
某
㈱
 
 
煉
 
 

り
リ
カ
ラ
㈱
 
様
 
 

㈲
萌
和
音
集
 
棟
 
 

今
号
は
五
月
号
と
い
 
 

須藤由美さん  藤薬箱適さん  


